
国分松本遺跡第 13 次調査　遺跡説明会・展示解説資料

太宰府市教育委員会　文化財課

遺跡名：国分松本遺跡第 13 次調査

所在地：太宰府市国分 3丁目 479-1 他

調査期間：平成 24 年 3月～ 6月

調査面積：368 ㎡

調査原因：マンション建築

遺跡の種類：旧河川・集落跡

遺跡の年代：弥生時代中期～奈良時代前期

1. 遺跡の位置と歴史的環境

2. 国分松本遺跡第 13 次調査の遺構と遺物

3. 新資料発見の成果と意義

　国分松本遺跡は、四王寺山（標高 410m）の南西麓から南西方向に広がる扇状地の中ほど

にあります。周辺の遺跡として、西側には筑前国分尼寺跡、東側には筑前国分寺跡がありま

す。南側には国分千足町遺跡があり、時期不明ながらも大型の掘立柱建物が見つかっていま

す。調査地点の北には、水城東門跡を通って南東方向へ続く官道跡から分岐して、東に向

かって延びる道路があり、これは国分寺跡と国分尼寺跡のそれぞれの推定伽藍の前面をとお

っています。

　今回の調査地点の周辺ではいくつかの調査を行っており、弥生時代中期～後期にかけての

集落と、その集落の南側を流れる旧河川が見つかっていました。旧河川からは、弥生時代中

期～後期初までの大量の遺物と、その後の奈良時代～平安時代の遺物がみつかっていました。

　今回の調査でも旧河川と弥生時代の集落の一部がみつかりました。旧河川からは多くの出

土品がみつかっています。（遺構名は 13SX001）出土した遺物を、旧河川の土層ごとに箇条

書きにします。（以下、上層から下層へ）

・13SX001 灰色粘土層・・・7世紀後半～ 8世紀第 2四半期までの須恵器、土師器、瓦、木簡

・13SX001 黄茶色粘土層・・・７世紀後半～ 8世紀第 1四半期までの須恵器、瓦

・13SX001 明灰色粘土層・・・弥生時代中期～後期初頭の弥生土器、石製品ほか

　注目される成果は、旧河川の堆積層から多くの木簡が見つかったことです。

木簡に書かれている内容は豊富で、重要な内容も書かれており、また木簡が出土したこの周

辺の土地利用についても示唆するものでした。　

　

　成果をまとめると、次のとおりです。

１、国分松本遺跡から、今回 10 点の木簡がみつかりました。
　　・以前見つかった３点を加え、13点となりました。

２、その中に、7世紀末の人々を把握するための「戸籍」「計帳」に直接かかわる具体的な資
　　料がありました。
　　・大宝律令以前の飛鳥浄御原令（持統 3年（689 年）制定）の下の戸籍・計帳制度にかか
　　　わる資料は、今回初めて見つかりました。

３、近くに、筑前国府の前身施設ないしは筑紫大宰の関連施設があったことが考えられます。
　　・今まで実態がよくわからなかった筑前国府関係施設や、大宰府の前身である筑紫大宰の
　　　筑前国担当の役所が、調査区近辺に存在していた可能性が高まりました。

国分松本遺跡周辺図
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一
年
は
、
西
暦
７
３
９
年
で
す
。

　
　

こ
の
こ
ろ
ま
で
、
自
然
流
路
の
堆
積
が
つ
づ
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　

（
こ
の
翌
年
、
大
宰
府
の
少
弐
（
次
官
）
藤
原
広
嗣
が
反
乱
を
起
こ
し
ま
し
た
。）　
　

天　

平　

十
一
年　
　

十
一
月　

□

□
山
□　

 

并
□
道
家
□
□
□
（
記
号
）

□　

 
 

□　

□

□
□ 

 
 

□
□
山
□
見
□
□ 

之
□

□
□
□
□

□ 

□

□　

□　

 
□

□　

□

（
郡
カ
）

*

５

*

４

*

５

*

５
「
勿
」
の
字
画
が
見
え
、
「
賜
」
「
湯
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

*

４
「
児
」
の
可
能
性
も
あ
る
。*

５
「
足
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

*

右
面
に
３
行
、
左
面
に
２
行
み
え
ま
す
。

*

右
面
の
下
部
に
２
行
み
え
ま
す
。

（
此
カ
）

（
少
カ
）

（
応
カ
）
（
応
カ
）

木
簡　
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13ＳＸ001灰粘層（～8世紀第2四半期）13ＳＸ001灰粘層（～8世紀第2四半期）

黄茶粘層（～8世紀第１四半期） 明灰粘層（弥生時代中期～後期）

写真2.国松 13 次調査区　13ＳＸ001西壁土層写真

写真1.国松 13 次調査区（反転前）（上が北）　木簡出土位置

旧河川範囲

木簡1.「嶋評」

木簡3.「竺志前国嶋評」木簡2.「戸主□」木簡4.「天平十一年十一月□」

●

●

●●

【関係年表】

天智天皇9年（670）　庚午年籍

　・日本最初の全国的な戸籍です。

持統天皇３年（689）  飛鳥浄御原令

　・国内初の本格的な令（法典）です。

持統天皇4年（690）　庚寅年籍　

　飛鳥浄御原令の戸令に基づき、全国的に実施。

　・「六年一造」の造籍の出発点となりました。

　・「五十戸一里」を基準に、戸を編成しました。

　・家族（戸口）の名・年齢・戸主との続柄を記して、

　これを基に、班田収授を行い、人頭課税を行いました。

大宝元年（701）　大宝律令の施行

　・東大寺正倉院に、大宝2年の戸籍断簡が残されています。

天平12年（740）　大宰少弐藤原広嗣、反乱を起こす（藤原広嗣の乱）。

天平13年（741）　国分寺・国分尼寺建立の詔を発する。

天平14年（742）　大宰府を廃止する。紀飯麻呂等四人を派遣して廃府の官物を筑前国司に付す。

天平17年（745）　大宰府を復置する。

●

木簡5

●
木簡6

●

木簡7

●

木簡8

●

木簡9

●

木簡10 木
簡　
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※

第
１
１
次
調
査
出
土

（
７
６
）×

２
７
・
５×

６
・
５
ミ
リ

◆　

論
語
の
学
而
第
一
篇
に
か
わ
る
木
簡
で
す
。

な
お
左
面
の
文
字
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
が
筑
前
国
府
や
筑
紫
大
宰
に
か
か
わ
る
な
ら
、　

「
大
夫
」
と
の
読
み
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

論　
　

語　
　
　

學第　

一　
　
　

第

木
簡　
13

※

第
１
１
次
調
査
出
土

（
１
７
０
）×

（
２
６
）×

５
ミ
リ

◆　

「
鍬
が
奉
ら
れ
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

鍬
を
受
け
取
っ
た
の
ち
に
、
捨
て
ら
れ
た
木
簡
と
み
ら
れ
ま
す
。

鍬　
　
　
　
　

以　
　
　

奉　
　
　

□
（
上
カ
）

木
簡　
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（
１
４
０
）×

４
０×

６
ミ
リ

※

第
１
１
次
調
査
出
土

◆　

「
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
あ
る
ゆ
え
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

有　
　
　

政　
　

故　
　
　

也

覚

尓

【木簡11～13は西側の第11次出土資料】


